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報道関係者各位 

2025 年 6 月 17 日 

トルコ共和国大使館 文化観光局 

 

トルコ、全国 27 の歴史的名所を夜間公開へ  

「ナイト・ミュージアム・プロジェクト」今夏も開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トルコ共和国文化観光省が推進する「ナイト・ミュージアム・プロジェクト」は、来場者が夜間にトルコ各地の貴重な文化遺産を楽し

める画期的な取り組みとして、2025 年 6 月より新シーズンをスタートします。2024 年の初年度は、イズミルのエフェソス遺跡やデニ

ズリ・パムッカレのヒエラポリスなど、国内屈指の文化財が舞台となり、約 39 万 5,000 人の参加を集めるなど大きな反響を呼びまし

た。 

本年の夏季シーズンでは、全国 27 か所の歴史的スポットがライトアップされ、夜間も一般公開されます。これにより、文化遺産は夜の

観光名所として新たな魅力を放ち、国内外から訪れる旅行者にこれまでにない特別な体験を提供します。また、トルコ全 81 県での年間

観光促進を目指す国家ビジョンのもと、プロジェクトはさらに規模を拡大。イスタンブルのシンボルであるガラタ塔や、カッパドキア

の貴重な考古遺跡と地下都市など、息をのむような歴史的名所が新たに加わります。 

 

 

イズミル エフェソス古代都市 ナイトミュージアム 
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イスタンブルおよびアンカラの主要博物館で夜間延長開館を実施 —「ナイト・ミュージアム・プロジェクト」の一環として 

「ナイト・ミュージアム・プロジェクト」の一環として、イスタ

ンブルおよびアンカラに所在する代表的な文化施設にて、夜間の

延長開館が実施されます。 

トルコを代表する文化都市イスタンブルでは、イスタンブル考古

学博物館（閉鎖エリア除く）、アヤソフィア歴史・体験博物館、

トルコ・イスラム美術博物館が午後 10 時まで開館します。加え

て、観光名所としても名高いガラタ塔は午後 11 時までの見学が

可能となり、夜ならではの魅力をお届けします。 

 

一方、首都アンカラでは、トルコ共和国初期の歴史を今に伝える 2 つの博物館が夜間まで来場者を迎えます。ヒッタイト、ウラルト

ゥ、フリギアなど古代文明の貴重な遺物を収蔵するアナトリア文明博物館と、建国の父ムスタファ・ケマル・アタテュルクの最初の安

置所である民族学博物館は、それぞれ午後 9 時まで開館し、夜の時間帯に歴史散策を楽しめます。 

エーゲ海とトルコ・リビエラに広がる時を超えた遺産——日没後も魅力あふれる文化体験を提供 

同プロジェクトの拡大により、エーゲ海沿岸およびトルコ・リビエラの人

気観光地においても、日没後の文化体験が楽しめるようになります。 

暮らしやすさとエーゲ海料理で知られるイズミルでは、ローマ時代に栄え

た古代都市エフェソスと、かつてのアルサンジャク・テケル工場を再生し

たカルチャー＆アート・ファクトリーの 2 施設が夜間公開を開始。 

エフェソス遺跡は水曜から土曜の週 4 日、午後 11 時まで開場され、140

年の歴史を持つ産業遺産をリノベーションしたカルチャー＆アート・ファ

クトリーは午後 9 時まで入場可能です。 

 

また、ムーラ・ボドルムでは、海洋考古学の貴重なコレクションを誇る「ボドルム海洋考古学博物館」が午後 10 時まで公開されるほ

か、デニズリでは古代都市ヒエラポリス（パムッカレ）を午後 11 時まで見学することができます。 

地中海沿岸部では、アンタルヤを中心にさらなる史跡が夜間公開の対象になり、アンタルヤ博物館、アランヤ博物館、ネクロポリス博

物館に加え、アスペンドス、パタラ、スィデの各考古遺跡が午後 10 時まで開放され、夕暮れ時から夜にかけて、幻想的な雰囲気の中で

トルコの歴史と文化を堪能することができます。 

アナトリア全土で歴史を照らす夜間開館の拡大 

このプロジェクトはアナトリア地方の数多くの歴史的遺産でも夜間開館を拡大します。世界遺産に登録されているアディヤマンのネム

ルト山では、コマゲネ王国のアンティオコス 1 世が築いた巨大な彫像群がライトアップされ、午前 4 時から 9 時まで夜明けの神秘的な

景色を楽しめます。また、カッパドキアの多くの奇岩群が広がるネヴシェヒルでは、地下都市のデリンクユ、カイマクル、オズコナク

が午後 9 時まで夜間公開されます。 

アンカラ アナトリア文明博物館 

イズミル エフェソス古代都市 ナイトミュージアム 
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東南アナトリアの重要都市であるガーズィアンテップとシャンルウルファでは、象徴的な博物館が夜間公開の対象となり、ガジアンテ

ップでは、古代都市ゼウグマの見事なモザイクやローマ時代の彫刻を展示する「ゼウグマ・モザイク博物館」が午後 9 時まで開館しま

す。なお同市はトルコの美食の都かつユネスコ創造都市にも認定されています。 

シャンルウルファは、世界最古の新石器時代遺跡群であるギョベクリテペやカラハンテペを擁し、4.5 キロに及ぶ展示ルートと 1 万点以

上の遺物を誇るトルコ最大級のシャンルウルファ博物館、そしてトルコ最大の無柱建築ハレプリバフチェ・モザイク博物館が午後 9 時

まで開館します。 

さらに黒海地方のサムスンでは、銅石器時代からローマ時代までの貴重な出土品を収蔵するサムスン博物館が再オープンし、午後 10 時

まで来館者を迎えます。東部トルコのエルズルム博物館も「ナイト・ミュージアム・プロジェクト」の一環として午後 9 時まで延長開

館をします。 

 

 

 

 

 

 

 

トルコについて 

トルコはアジアとヨーロッパを結ぶ要所として、何世紀にもわたり文化的な交流と多様性の拠点と考えられてきました。多様な文明が反映

された歴史、遺跡、自然や美食を有し、多目的なデスティネーションです。伝統とモダンが融合した芸術やファッションをはじめ、ダイナ

ミックなショッピングやエンターテインメントライフによって世界中から訪れる人々を魅了し続けています。2024 年には全世界から過去最

高の 6,226 万人の観光客が訪れました。2023 年にトルコ共和国として建国 100 周年、2024 年には日本との外交関係樹立 100 周年を迎えま

した。トルコの詳細は公式ウェブサイト（https://goturkiye.jp/）または以下の SNS をご覧ください。 

Facebook: https://www.facebook.com/GoTurkiye.jp 

X(Twitter): https://twitter.com/GoTurkiye_jp 

Instagram: https://www.instagram.com/goturkiye_jp/ 

YouTube: https://www.youtube.com/c/tourismturkeyjp 

トルコ観光広報・開発庁（TGA）について 

トルコ観光広報・開発庁（TGA）は、国内外の観光市場においてのトルコのブランディングを確立させ、観光やビジネスにとって魅力的な渡航地としての

認知を高めるため、文化観光省が定めた観光戦略や政策に基づき、あらゆるプロモーション、マーケティング、コミュニケーション活動を行っています。

世界各地の現在の観光機会を促進・販売するとともに、観光の潜在的分野を発見・改善・確立していきます。 

 

＜本リリースに関するお問い合わせ＞ 

トルコ共和国大使館 文化観光局 広報代理店 

キャンドルウィック株式会社 （大村） 

Email: t-turkiye@candlewick.co.jp 

Tel: 03-6261-6050   Fax: 03-6261-6051 

https://goturkiye.jp/
https://www.facebook.com/GoTurkiye.jp
https://twitter.com/GoTurkiye_jp
https://www.instagram.com/goturkiye_jp/
https://www.youtube.com/c/tourismturkeyjp

